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鐵 迸 省青森函 餉間連路汽船 翔鳳丸 に 就 て　　加藤順 三
　 　 　 　 　 　 　 　 　 7n
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鐵道省青森凾館間連絡汽船翔 鳳 丸に 就て

正 員　工 學 士 　加　　藤 順　　三

　抑水 上 を横断 し兩 岸鐵道の 趣絡 をは か る ため車輛 を渡船 に て 運搬す る虞置は外國に て は今を去 る 七

十餘 年前英國 「ス コ ツ ト ラ ン ド」に て 實施 され しが ． その 後各國 これに倣ひ吾邦 に 於 て も明 治 四十四

年始 めて 關 門海峽二海 里の 闇に施 され．次で 大正 三年未青森函館間に も開始 さ る S に至れ り．但 し之

は 全長 126
’− c）”

の 藁船に して 贈 凸に よ りて運航 され室貨 車の 運搬 旧として 今徇實用 せ らる 、 而 して 現

今青森函館用の 鐵道貨物 は 普通の 客貨腸及貨物船 數隻に て 處置さ る L と雖 も、 常に之れ が 積卸 しに 不

便 を感 じ乘 車客の 迚絡 と衆ね 貨 吻を貨 車と共 に遐搬せ ん とて ．鐵這省 に於 て 翔 鳳 丸型 を考案 され同型

四隻新造せ らる S こ と N なれ り。

　　　　　　　　　　　　　　　　 一　　般　　配 　　置

　 本船の 大體配置は別紙附圖 （一） に 示 すが如 き も之れ を略詮せ んに

　 （イ） 主要寸法 等 35α x52
’
x22

’
（「ワ ゴ ン 」 甲板迄） に して 甲板 は 「メ ー ン デ 。

キ 」「ワ ゴ ン

デッ キ」「ロ ア プ P
メ ネー ドデ ッ キ」「ア ツ ー C　・一プ ロ メ ネ ードデ ッ キ」「ポー トデ ッ キ」 「ネ ビ e一 冖　7 ヨ ン ブ

リッヂ」なり ． 總噸數は 3
，
460 噸 な り。

　 「ネ ビ ゲ ー シ ヨ ン ブ リ ツヂ」は前後に あ りて 夫 々 「ス ペ リ・・」 型十八吋探照 燈及「マ グ ナ ボ ツ ク ス 」

掣高聲覃話器 を蚩備 し・ 「ポ ー トヂッ キ」に は長 25 呎 の 救命艇八隻と長 20 呎の 博馬船一隻を備へ 救

命艇 の 「デ ビ ッ ト」 は 「ウ ヱ リ ン 」型 の もの な り。

　 （口 ） 客室竝船員室等 　主な る客窒は「ア
・
パ ープ ・ メ ネー ド」上 に あ りて 一等客 室 ． 同喫煙室 ．

會食堂 ． 二 等喫煙 室 、 同寢室 、 同雜居室等 な り。

　一等及二 等客便所 に は夫 々 「シ ヤ ン ク」型の 便器 を取付 けあ り。

　 三 等客室 は 「メ ー ン デ ツ キ」の 前後に設け られ ． 族客 定員は
一

等 39人 ． 二等 208 人．三等 618 人

合計 895 人 な り。

　高級 狢員窟は 「ボ ートデ ツ キ」「ア ツ パ ープ P メ t・　・一ド」 及 「ロ ア プ ・ メ ネー ド」の 各甲板 に ．下

級船 員室は 「ロ ア プ ロ メ ネー ド 」「ワ ：f ン デ ツ キ」及 「メ ーン ヂ ツ キ」 の 各甲板 に配置 され船 員數合

計 】28 人 な り。

　（ハ ）　機 關室
『
機關室の 配置はβ1個 て

一）に 示 す通 りに して 汽罐室 の 爾 側 に は 「ウ イ ン グ タ ン ク」

を備 へ

s これに海水 を注入 叉は排出 し て貨車磧込 み に際 し船の 傾斜を調整ず。

　（二 ） 舵 本船 には後部に舵を備ふ る の み な らす前部 に も之 を備ふ （附圖 （一）參Hll）。 是港 内に て

船 を操縦 するに便 するた めな il　．前訂舵 は前部 「ブ リッ ヂ」 よ りの み操縱 し得 る も後部舵は前後兩 「ブ

リッ ヂ」 よ り操糴し得 ．前 部 「ウ イ ン ド ラ ス 」 の 前方に 「キ ヤ プ ス タ ン バ ー レ ル 」 あ りて 「ウ イ ン ド
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ラ ス 」機に よ り動 か され ， 後部雇舷に は 「キ ヤ プ ス タ ン 」機各壹 薹 あ りて 本船 の 握縦 に便す．而 して

後部舵 に は 手動癬舵器 を付す る規定なる も ． そ の 代 りに この 「キ ヤ プ ス タ ン 」機に よ り揮舵 し得 る裝

置 を設 けた り。

　 （＊ ） 「ワ ゴ ン 」甲板 　こ の 甲板上 には附圓 （
一

） に 示 す女口 く中央 と兩側 と に liりL道合計三條 あ り

て ．中央 の もの は機室圍壁の 後端 に て 終 る も兩 側の もの はか な り前方まで 通達せ り、而 して 凱側 の 軌

逅に は 拾五噸貨車拾輛宛 ，中央軌迸は 同貨 車五輛 を積載 し得 。

　　　　　　　　　　　　　　　　貨 　　車　 　積　 　込

　 本肥に 貨 屯を祥1載 す る順序 を言兌明 せ ん と す．陸 ｝勲 迸 の 先瑞 に これ と Hi ロge に て 蓮なる長さ80呎

位 の 橋 あ り （之れ を假に 第
・一橋 と稱 す） この 橋の 他端は 「ア ーチ 」 型 をなせ る 「ガ ーダ ー」に て 吊 ら

れ ． 自由に上 下 し得 る樣装置 しあ り．而 し て こ の 端 1こ更に Hin 。o に て蓮・なる 長 2C，呎位の 橋 あ り（之

れ を 「X プ ロ ン プ リ ッ ヂ」 と稱 す） こ の 擢 の 先端は本船の 「V ゴ ン 」 甲板 の 後端に載 る樣 にな しあ り

t の 二 つ の 橋は潮り 干溝 に よ りて 船嬲の 岸壁 に對 す る位置の 變 化及 貨車積載に よる吃 水 及 「 ト リ ム 」の

變 化に鉗 ずる調整をなす もの な り． 是等z）橋 に て陸上軟道 と本船軌道との連緕調へ ば砌めて 陸上貨車

の 移動作叢 を行ふ もの とす。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
’

　　　
．

　今丹側 の 戦道に貨 軍拾彌を積 載 した りとせ ぱ．そ の ため 本船は その 方に傾斜す、之れ を調整 するた

あ前遽の 「ウィ ン グ タ ン ク」 に漲水 す るを要 す．貨寧拾輛 の 重量約 230 噸 に饗 し 「ウィン グ タ ン ク」

へ の 注水約 11
’
O 噸 にて 牟衡 とな る計算な り． こ の 水 量を注 入するには徑 18叶 の 厂一lrン

’
ト リ フ ＝一一ガ ル

ポ ン プ 」に て 行ひ その 拔縱は後部船橋に於 ける電氣裝置に よる ， 而 して 後部船橋に は本船の 傾斜角慶

をは か る傾斜計及 厂ウ ィ ン グ タ ン ク」 の 水 量 をぼ か う 「二 」 L 一マ ケ ータ ー」裝備しあ b．「ウ イ ン グ タ

ン タ」充水 の 時間は な る べ く小に し て 貨 璽積込 の 時闇 と相匹 敵す る をよ しと す ．そ の 海水 試験 の 結果

に よれば 】10 噸 の 漲水 に は 3 分 34 秒 ．排水 に は 4 分 26 秒 を要せ り。

　附園 （こ ） は 貨車 を積 む闇に起 る吃水變化の 調整 を略示 する 曲線 に して ．岡 面 に就 き算出せ る重心

點に就 き初 め に 「ヱ プ P ン プ リ ツ ヂ 」 を 「ワ ゴ ン コ　甲飯後端 に 戳せ た る場 合よ り起 り． 左舷 に貨軍

ユ0瀰 を積 み Z）：　N うと同時に右舷の 「ウィ ン グ タ ン ク」に漲水 し貨車1こよ る螂斜を妨 げ ろ作用をな さ し

む・即 ち車輔壹輛 を積 む旬に 「ウ イ ン グ タ ン ク 」 に は そ の 10 輛 に對する要量 110 噸の i！lb 即 ち11

噸 を注入 す と偃定せ り．次仁 左舷に 貨車 10 輛を積 み終 りた る後には右舷 に 貨 寧 10 輔 を積む こ と に

着手 す・こ の 場合貨車壹 輛を積 む毎に 右舷 の 「ウ ィ ン グ タ ン ク」の 水の 貨車壹輛に對す る量 の 112 即

ち約 5・嘶 を左舷 の 广ウ ィ ン グ タ ン ク」に移 し．彡1第 に斯 くの 如 くなして 右舷 に 貨 車拾轍 積み終 れ

ば ． 尿舷 「ウイ ン グ タ ン ク」 の 水 量 は甼 均 す． こ S に 於 て 兩 「タ ン ク」の 水 を全 部排出 し中央 眦遣 に

貨車 ・5 輛 を積み た る上 「ヱ プ ロ ン 」橋 を取外 し ． 最後に 「トリム 」 を減す る た め船首水 鹸に滿載 し

岡示 の 如 く六吋弱 の 「 h リ ム 」 を得 る計箟 な り。

主鄰 姻 「ハ ・ ボ リ タ ン ・ヴヰ ツ か ス 」の 「9・ 1・　・一」 式 「シ 沙 ル ．レ ダク シ ・ ン ギ ヤ ー・｝
“
．
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鐵 道省 尚 森 函 館 開 連絡汽 船 翔 鳳 丸 に 就 て　　 加 藤願 三 喫
11

イ ン パ ル ス タ ル ビ ン 」貳組に して 各 1−1．P ．及 L ．　P ．よ り域 り．軸馬力は 本船最大 速度 ユ7 「ノ ツ ト」

に於 て 合 計約 5，
600 と設 計 され た る もの に して ．そ の 各部及 これ に拌ふ 補機の 亜：量 1ま 附芸 1 に 示 す

通 りとす D

　主機 の 「ギ ヤ ーケ ース 」の 臺 は同 砒專費 の 型式 に して 「ノ ン ．ト ウ イ ス ト 、シ ーチ ン グ」 と稱 L 、 航

行 中船體の 歪 み の 影響が 「ギヤ ー・lt・一一ス 」 に 及 ぱ ざる こ とを主眼 と し計畫 され し もの に して 、 自動車

及 これに類似する軍輛 に 多 く用 ゐ ら る と い ふ ．本嚇 に 裝備 した る 臺 は 附岡（三 ）に 示 す矼の と ず 。

　汽罐は 「シ ン グル ヱ ン デ ツ ド、シ リ ン ド リ カ ル 」の もの 六罐に して 使用壓 力 200 「ポ シ ド」．準均 直

徑 亅4F− 3广’、干均長 11’− 6’f な り、「ド ラ フ ト」 は 「ハ ウ デ ン ス ．フ ）e　一ス ド」式 に して 「シ a ．ミ ツ 1・．ス

ー． c　一一ヒ ータ ー」（華氏 120 度 に及 ぼ し得 ）及 「シ ース パ テ ン ト 、ア シ ユ 、ヱ ゼ ク タ ー
」 を備 ふ 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　工 　　　 　　　 數

　　次 に本船建 造 に要 せ し工 數を擧 げん とす 、吾浦賀船渠會靴 の 工 事區 分の 細 密な る を
．
た約 に 取纏 め

附表 2 の 數字を得 た りっ

　但船機兩部 と も肚外 に注 丈 せ しもQ 工 中 、麟髀部に て は 外國專賣晶 （「ウ エ リ ン ．デ ビ ツ ト 」共他）は

勿論 、大 型 鑄物並 に鍛製舐、尽住室内裝飾 ．小金 物．小弁嘴類等に して ．機關 昌1；に て は婀衷 外國購入

品の 外 諸軸 ．電勁機類全蔀 、「ニ ユ マ ケ ー
タ

ー」．通風機 、裸舵機 （「テ レ モ ータ ー」 と も）、揚錨機 、

「キ ヤ プ ス タ ン 」、喞筒類並 に 小金物 等な り。

　徇前記工 數中に は震 災被害復舊 の た め要 せ し二［：
’tde・一

．T．船體の 部に て約 16t）O 工
、 機關 部に て 約 1400

工 を も含む 。

　前記船體部 區分 表に於 て S’i’eel 　work に は壇告設 に屬 す る鋼 材工 事全體 を含 む．但鱶装關係 の 小 金物

工 事 は 含ます ．
Wood 　work は殆 ど木 工 事全音ilと v ・ ふ も可 な b．但 Bon ； 類 は Fittingy＆ EquiPmellt

中に 含む 、
Pipin9 中に は Flange 、　 Valve ．　 Cock 、濡海 ノ∫く槽 、 手動喞筒 ． 暖房装置等 を含む 、　 Pain −

tillg＆ Cemelltillg中 に は 工iglloid　Asph島1宣及 Furnittireの 塗粧等 をも含む、　Lflttnch’n9 中には設 計、

出入渠 ．足場 支柱」 船 内掃除 ．材料 運搬 （工 場設備 の都 含に て鋼 材運 搬 に薯 く工 數を要せ り） 等 をも

倉む 。 機關鰍 こ於 Z ．は rVlai” Engine 中 には主機 本體 、減速裝置．諸軸等を含む （此 工 數の 少 きは

主機其他は 前述の 通 り肚外 よ り購入 せ しためな り）B 【）iler中 には煙函、煙突等を も含 む ．　 Plping中 に

は Flange ．　 Valve．　 Cock （但 主機及罐に直結す る もの は Main 　Engine 及 Boiler 中に 加 入 しあ り）

を含む ．
Aux ．　mach ．中に は船 鱧部 の もの を も含む．Spare　gear，　Tria1 ＆c ．中 に は 設 ，｝卜、 機閣室床板 ．

格子梯 子 、 機械積込 、据付 ．保濫 工 事並 に材料 運搬等 を含む 。

　他の 建 造船 に就 き て も工數 を調査 し比較研究せ ぱ大に參考 とな る こ とあ らん と想ふ も、鷽 等の 工 場

に て は從來多 く貨物船 を建造 し、本鷲 の 如 き寧 ろ大型 客船 と稱 すべ きもの は殆 ど其例 な く．且本船 の

主機は 「ク　一一ビ ン 」に し て しか も就外注 交な る ため．そ の 工 數を杜内製機關 と比較 し難 き等 の た め唯

本胎の 工 數の み を發表す ろに 1ヒめた るは遺憾 とす る處 な り。
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                         Weight  of Machineries
 (PNX  1.)

 2-H.  ?. and  L. P. turbines  (Bateau type)

 2-Reduetion  gears (M. V. type)

 2-Maiti  condensers  (Contraflo type)

 2-Thrust bleeks and  turning  gears CMitehell type)

 2-]Nfanoeuvering valves  (CDckburns type)

 2-ETnergency  valves  ( "  )

 4-Oil  stralners  (Wire gauze type, 4'' bore)

 3-Oil  eoolers  (Cooling surfaae,  each  244 sq. ft.)

 
`-7-OII

 pumlms (c`Mumfbrds" vertical  simplex,-lllCs5,9l")

 fi'-OircL]lating r,umps (Cent. vert.  ellclosed  reeip.  I4" bore, 
8il'

 )

 P-Air  pumps  (Contraflo kinetic recip,-1-O:'illtl,  
7Z
 )

 1-iLux.  condenser  (Contraflo non  vacuLim  oil separating,  cooling  surf:  400 sq.

 
rt]-Feed

 heater (Contraflo direct contaet  oil  separatlng,  23" dia.)

 6-Super  heaters (SehmidVs, superheated  to 120'F)

 4-Ash  ejectorti  (See's, 6" bore)

   Total  wei.[.rht

                           TOTAL  LABOURS.
 (PNII( 2.)
                                    l

             HuL  L. I MAcm)IERy.

                             )[en  l
 STEEIL WOItll  78,OS3.90 i lli.YIN ENGINE
                                    i ,

 
}FVITeTOIDyGWsOil;I[EQvlpi.,

 
21'11)iS,91.l.92

 
i

e i;gp
l

 ;
F

t:;
}

 
&c-

 PIPING 11,174.66  j
                                    / Aux. ],ntcH.

 PAINI]ING eC; C,L･ll[ENTING 7,49S.10 i
                                    [ FLECIil:IC INSTALLATION
 IJAuNamNG, Doc.IaNG :
                            IS,163,40 l S?AIIE GEAR,  urI･IIAL &a. KEEL  BLOCI<S  &C.
                                    I                                       '

         
'l:Oli.kL

 150,SIS.67 [l]OTAL
                                    1

ft')

   Ton

 44 :.t.9

 66.6.

 13.75

 12,80

  1.24

  O.48139.20

  O.55

  2.47

  2.2,4

  ?.80

  4.79

  2.[8

  2.e6

  5.58

  4.00

 L)6.77165.97

 ]Ien

 5,273.6t-

2S,959.71

r5,7e9.51

9,459.2S

 7,155,19

15,051.33

81,668,99
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鐵 道 省 晋 森 凾 爺 問 連 絡汽 船翔鳳 丸 に 就 て 　　加 藤順 三 1里1

討 論

O 會長代理 藤島範卆書 　加藤霜 の 御講演に 對 し御質問が あ りますれば どうか御述べ を願 ひ ま す 。

0 蒔田 秀夫暑　唯 今の 御講演 は有難 く拜聽 い た しま した ． ちよつ と細 かv ・ こ とで 恐 入 りま すが ．

一

つ 御蓴ね した い の で あ ります 。舵の こ とで あ ります．前後 に舵 を御 つ けに な る御話 で あ りますが 、前の

舵の 面積 と後の 舵の 面積 との 割合を
一

つ 御詮明 して 戴 きた い と思ぴ ます．それか らそれ の 「ス チ ア リ

ン グ 、
パ ワ ー」を御 定め に な りま した御一端で も伺 へ れば有難 い と思ひ ます 、 それか ら第三 に ．前部後

部 の 舵 の 操縱 「ハ ン ドル 」 に何 か特別 な裝置で も御 使ひ に な りま したか ．別 々 の 「ハ ン ドル 」 で 御 座

い まし よ うか 、ち よつ と伺 ひ ます 。

○加藤順 ≡ 暑 　纂 一舵の 面積 は船首舵が約 70 甼方呎．船尾舵 は約 11岼 方 呎 です、次に「ス チ ア リ

ン グ 、パ ワ ー
」を定め ま した 目安は ．船尾舵は本船の 前進 全速 16・5 「ノ ツ ト」 をと り、船首 舵は後進速力

を 9 厂ノ ツ ト」 と と りま した 、第三 に操舵 「ハ ン ドル 」裝置の 事に就て の 御尋ね で すが ．特 に か わ つ

た仕揖 けで は あ りま せ ぬ ．船首 尾殉舵 と も操舵汽機ぱ そ の 根元 に附 い で 居 ま して ．そ の 鼻 の 開閉 を各

別 の 「テ レ モ ータ ー」 叉 は 「ロ ツ ド」 仕樹けで や つ て居 ます 。

O 蒔田秀夫 書 　「パ ワ ー」 は
一 ・・

。

O 加藤順 三 君　前述 の 通 り本 船 の 前逖後進 の 速 力 をお さ へ ま して 操舵譏の 寸法 を定め ま したが 、 そ

の 實 馬 力 は前部の もの 30．後部の もの 42で あ ります 。

○ 山本武藏暑 　唯 今は翔 鳳丸 に就 て 大變委 しい 御話 が あ りま したが 、 確か本年の 春 鐵道省が我 々 の

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 j

た め に機會を與 へ 下 す つ て ．委 し く内部 を見 せ て 下 さつ た の で 、今 日又 色々 御論明 を承 りま して 大變

得 る處が あ りま した、處 で 何か の 折 に友 人か ら聞 きま した の で すが ．翔鳳丸 の 「ラ イ ン 」 を定 ぬる に

付 て 「タ ン ク ェ キ ス ペ リ メ ン ト」 を行 ひ ・そ うして 共結果大變 厂パ ワ ー」 の 「セ ービ ン グ」が あつ て

其 Fセ　一一ビ ン グ」は確か 五 「パ ーセ ン ト」六 「パ ーセ ン ト」 と い ふ 「オ ーダ ー」 の もの で な くて ．可

な り大 きな もの の や うに伺 つ て を ります が ．其 「エ キ ス ペ リ メ ン ト」の 結果 と 「ト ラ イ ア ル 」の 結果

と を比 較な す つ て 、會報に 御 出 しに な り且夫 に委 しい 御考で も付 けて 下 さ る と大變參考にな る と思ぴ

ま すが ．出來 ますな らばそ う願ひ た い と思ひ ます 。

○ 加藤順 置 書 　本船 の 罵 力を定 むる に あた りまし て 海軍 の 艦型試驗所に 御願 ぴ し．模型 を作つ て試

験 されま した處が ．そ の 記録の 同所 に あ る もの 並 に そ の 當事者で あ る八代 中佐 の 手許 の 分 も總 て過般

の 震 火災 に て 燒 失 し、叉その 中の 一て 私 共の 方 に 交附 され ま した分 も同樣 の 災害 に て 、燒 けは しま せ

ん で した けれ ど圓庫破壞 の た め紛失 しま した様な次第で ．「タ ン ク」 試驗 と試運 轉成績 とを比較 出來ぬ

の は誠 に 遺轗 と す る處で あ ります D

O 孕石 元 照君 　ま こ とに 有釜 な こ とを承 りましたが 、私 が 自分に考 へ ま して 、 常 に どうV ・ふ 樣 に な

る もの で あろ うか と心 配 して居 りま す こ とが あ りますが．夫は こ こ に 御論明になつ て 居 らぬ こ と で あ
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1ユ壁 苛
曁匹 演

ります けれ ど も ． それ を若 し御 分 りで した ら此次 の 倉報に で も御 出 し下 され ば誠に幸 と存 じま す、それ

は 本船 に陸上 よ り橋 を架 け線路の 邏絡が 出來 て 其上 を車輛が 段 々 に 通 つ て 本船 内 に搬 入 せ らる る時 、

Triming　mOment が ど う云ふ 風に變化 して行 くか 、叉之 に對す る Adjust皿 ent の 方 法 が如 何に處理せ

られある か とい ふ こ とで あ ります 。

O 加藤順 三三暑 　本船 に軍輛を積む際に起 る 吃水 「ト リ ム 」の 變化につ きま して は 計書當初 よ り以 後

種 々 假定の 下 に 計算 しま して
． 其變化の 曲線 と で もい ふ もの は作つ て を ります が ．一度實 際 に 車輛 を

積 み込 ん だ折 の 具合 と比較 して 見た上 で 、假定 と實際 と の 相違 の 黜 な ど調査 した い と考へ て 居 りま し

た が 、未 だ本躯 に は 贊際 に 車輛を積ん だ機會が あ りま せ ぬ 、併し御話に よ りま して 會報に錫 げ る こ と

に致 します 。

O 會長代理藤島範卆i譖　　どなたか御質問な り御意見 な り あ りませ ん で す か …・一夫で は 一
言 加藤君

に 御禮 を申逮 べ ます ． ヵi藤 君 は我 國に於 て 殆 ど初 め て の 試で あ る所 の 此連絡汽航 の 計蠡 竝建造 に當 ら

れた の で あ ります、而 も共機械は．是 も日本に於 て 初 め て 造船に於て の 試み で あ らうと思ふ の で あ りま

す が 、「メ ト ロ ポ リ タ ン ヴ イ カ ース 」會祉製 「ラ b 一タ　・一ビ ン 」 を採用 され．御 計書 洵 に共 當 を得た と

見 えま して 、其減 績 も豫期以上 に逹 し．現 に航海 中の 結果 が 非 常に良好 で あ ると弐 ふ こ とを承知 い た

しま して 、淘 に靦 幅 に堪 へ ぬ次 第で あ りま す．碕ほ 今 日 は其 計垂並に建 造 中の 詳細 に亙 つ て 御
．
報告下

さ い ま し て 、我 々 會員を裨釜す る所淘に 多大で あ る と信 じ、厚 く御禮 を申上 げる 次 第で あ ります 、諸

君 と共に 拍手 を致 しまし て 、 同君に謝意 を表 したい と思 ひ ます ． （一同拍 手 ）

O 會 長代 理 藤驫範罕書 　是 で 此 度 の 講演會 は 無享結 了致 しま した ．此會 を閉つ る に 臨 み ま して 一

言 會員諸君 に 御 挨 拶 を致 し た い と存 じ ま す．此 度總會 及 講演會 を開 くに當 りま して 、私共が 心 配致 しま

した こ とは ．此 關東地 方は 昨 年の 大 震火災 を受け ま し て 、共後秩 序
’でデ朝 ほ 全 く恢 復す る に至 りませ ぬ ．

從 ぴ ま して 、總愈 を開 きま して も十分各地 の 諸君 を「レ シ ーブ 」す るだ け の 設備 もあ りませ ぬ し．叉交

遞等 の 便宜に於 て も缺 くる所少 くない の で あ りま し て ．今囘 の 總愈は 如 何 なもの で あ らうか と存 じま

した の で あ りますが 、 幸に も多數會員諸君 の 御 來會 を得 ま して ．豫想以 上 の 盛況 を見ま した こ とは我

が協會に 取 りま して ．洵 に慶 賀に堪 へ な い の で ご ざ い ま す 。
一面 に於 きま して ．曾員 も東京 の 御方

は今徇ほ 皆 「バ ラ ツ ク 」 の 「オ ツ フ
ィ 3 」 に 御 在 で に な る と云 ふ 方が 多 い の で あ りま して ．震災後の

整理 ． 世聞は不景氣 、政 府は行政 整理 と云 ふ 様な場合 を控 へ ま して 、なかなか 此造船 協會 の 爲 に御研

窒 を十分 し て 戴 くと云 ふ 暇 も寵はな い の で あ りますが 、此講演の 方 も立汳 な 「ペ ーパ ー」が 澤 山出 ま

して 中 に は皆様御聞 の 通 り世界的の 發 見と も稱 す べ き有釜な論文が 多 い の で あ りま し て ．之 を數年前

或 は十數年前 の こ とを顯み て 比 べ て 見 ます と、共 當時 は講演者 を得 るに苦しみ ま し て 、漸 く新鯑 朝者

の 歐米覗察談 と云 ふ や うな もの で御茶 を濁 しま した當時 に 比 較致 しますと．其 進歩の 著 しき こ と實に

驚 くべ き もの で あ りまして眞 に隔世 の 感 に堪 へ な い の で ご ざい ます 。 斯 の 如 き盛況 を見 るに至 りまし

た の は實 に會 員諸鴛 の 御努力の 結果で あ りまし て 、 我 が 協會の 爲に慶賀措 く能 は ざ る訳第で ご ざ い ま
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す。 徇ほ 叉久 し振 りに航察 に關す る 「ペ ーパ ー」 を拜聽いた した の で あ りますが 、元來此航 室 と中 し

ます もの は近來の もの で あ ります が ．主 と して 我 が 國に 於 きま して は ．船 舶工學か ら發 したや うに考

へ るの で あ りま して 、大・墜に於 て は横田博士 の 如 き第一に先鞭 を着 けられ、徇ほ研 究所 の 方 は我 々 の

最 も尊敬致 しま す前魯長 寺野博士 が初 め て 所長 に 就かれ 、今 日 に 於 て は寺 野 博士 の 後を承 けて 斯波男

爵即 ち是 亦協會に最 も古V ・縁故の あ られ る御 方 が 職に就 て居 られ る の で あ bまして ．之に從事 して 居

られ る諸君 も多 くは我 が船舶工 學 に關係の 深 い 方で あ りますが ．航 室 の こ と は此船舶 工 學を基礎 とす

る造船協魯と最 も縁故の 深 い もの と私 は信す る の で あ ります．是 は大砲で ある と か水 雷で ある とか と

餘程趣 を異 に して 居 る もの で あ りますか ら、今 後 とも航室 に關す る研究 は主 と して 我 が造船協會 に於

て 御發表 を願ひ た い と思 ふの で あ ります．それ で 會員の 中に は航 室に御關係 の 方 も多 くあ る の で あ り

ますか ら ． ど うか 今後 ど しど し御研究 の 結果 を本協會 に於 て御發表にな らむ こ とを希望する の で あ り

ます 、單 に航室 に止 らす或 は地 震 に關 する建築 の 研究 と云 ふ や うなこ と も．我 が 協會 の 範 圍に屬する

こ と もあ る ん ぢ や ない か と思 ふ の で あ ります．現 に 末廣博士 の如 きは夙に震災豫防調査 會の 委員 と し

て 御儘瘁 に なつ て居 るの で あ りま して ． 今 日に於 て も其委 員會に 於 て は洵に重 要な地位 を占め て 居 ら

れ るや うに承知 い た して 居 る の で あ ります、私 は 將來此 耐震の 建築 と轂 ふ もの に對す る 適切 なる 考案

は 此 船舶 の 振動若 くは 船 舶動搖 の 理 論 を應用 した結果 と して ．我 が 造船協會の 中か ら適切 な る考案が

得 られ や しない か と云 ふ こ と を期待 し、必 す 出るで あ らうと信 じて 居 るの で あ ります 、御承知の 遠り

此鷲舶 工 學 と 申 します もの は 綜合的の 學術で あ りま して ．其關係 する 所頗 る廣汎 ．共學問に 於 き ま し

て
，
も．之 を基礎 とする 工 業 と致 しま しで も、關係す る所 の 範圍が頗 る廣 い の で あ りますか ら、別段專

門違で あ る、若 くは他 人 の 領域 を犯 す と弐 ふ や うな こ と を今 日は云 つ て 居 る場 合で ない 、會員諸君は

此 造 船迄 機の 本筋 に釜 々 御研 究 を御進 め に な る こ と は 申上 げ る迄 もなV ・ こ と で あ りますけれ ども．或

は之 に 牒聯 したる 他 の 方 面に 御趣味を持 たれ る方 もあ りませ うし．叉其方 に轉ぜ られ る方 もあ ら うと

思 ふ の で あ りま す． ど うか 今後 と もさ う云 ふ御研究が あ りま したならば ． 何 も造船造機に 限定す る必

要 は なV ・ と思 ふ の で あ りますか ら、擲 研究の 結果 は春秋二 期の 講演會な り．又 此 頃 に 於 き ま して は 臨

時講演會若 くは 談話 會 等 も時・を 開か れ て 會員會合 の 機愈 を増進 し、併せ て 相互 に 知 識を交換す る と云

ふ こ と に なつ て居 ρま すか ら 、 さ う云 ふ 御方は 役 員な り或 は事務所 の 方 に 御序 で を以 て御 申出を願 ひ

ま した な らば ．直 ちに 講演會 を開催す る とか 若 くは談話 會を開催 して 御寄合の 機會を壌進 す る 、斯 う

云 ふ こ と に 努めた い と云 ふ考 で居 ります 。 ど うか 左様御 承知置き を願ひ ます．此機會 を利用 い た しま

して 、一
言主催者 と して の 希 望 を申述 べ た次第で ご ざい ます 、 洵に不行屆で あ りま したが ．之 を以 て

此 度の 會 合は終 と致 しま す 。 （午後三 時五 十 分閉會）
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